
負荷時BP

手順 1

二頭筋および三頭筋の間の上腕動脈を触診する。

手順 2

適切なサイズのカフを選択します。カフには、適切なサイズを確保するため内側と外側の
両方に範囲マーカーが付いています。 

手順 3

カフを腕に装着します。動脈マーカーが腕の下を指すようにし、マイクロフォンが上腕動
脈の上に、肘から 3 ～ 5 cm の位置にあることを確認します。 

手順 4

カフを腕にしっかりと巻き付けます。Tango M2 に付属のリストストラップを使用して、患
者ケーブルとマイクロフォンケーブルの両方を患者の手首に固定します（下図参照）。

Orbit-KTM (オービット K) カフの適切な装着ガイド



負荷時BP

手順 1
表示されるようにマイクロフォンパッドにマ
イクロフォンを設置します。接着面によって
マイクロフォンはマイクロフォンパッドの内
側に固定されます。

手順 5
カフを腕にしっかりと巻き付けます。以下
に示すように、動脈マーカーは上腕動脈の
上にある必要があります。

手順 2
以下に示すように、マイクロフォンパッドの
保護カバーをはがします。

手順 6
以下に示すように、マイクロフォンケーブ
ルをコネクターに差し込みます。コネクタ
ーはどの方向でも挿入することができま
す。安全な接続が確立されると、カチッと
いう音が聞こえます。

手順 3
マイクロフォンの配置は、 Tango M2 の
パフォーマンスに不可欠です。マイクロフ
ォンを上腕動脈の上に置き、二頭筋と三
頭筋の間に入れます（肘の屈曲部からお
よそ 2 本の指の幅）。

手順 7
以下に示すように、カフホースを Tango 
M2 患者ケーブルの患者ケーブルコネク
ターに接続します。

手順 4
適切なサイズの SunTech 使い捨てカフ
を選択します。カフには、適切なサイズを
確保するため内側と外側の両方に範囲マ
ーカーが付いています。 

手順 8
Tango M2 に付属のリストストラップを
使用して、患者ケーブルとマイクロフォン
ケーブルの両方を患者の手首に固定しま
す（下図参照）。

SPU用カフの適切な装着ガイド
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